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平成２１年第３回定例会
平成２１年第２回臨時会

平成18年7月豪雨災害に係る川内川河川激甚災害対策特別緊急事業による輪中堤の
整備状況及び同被災により流失した久住橋の橋梁災害復旧工事の状況
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◎第２回臨時会（５月29日）
　人事院の臨時勧告に基づき、職員の期末勤勉手当並びに特別職
　及び議員の期末手当の支給率を見直す「薩摩川内市職員の給与
　に関する条例等の一部を改正する条例」を可決しました。

　◯陳情第７号「常設型市民投票条例の追加を求める陳情」は記
　名投票の結果、不採択となりました。なお、記名投票による賛
　成（採択）、反対（不採択）の議員の氏名は、次のとおりです。

◎第3回定例会（６月９日〜７月３日）

　◯平成２１年度第２回補正予算を可決

◇賛成（採択）を投じた議員（５名）
　持原秀行、江畑芳幸、佃　昌樹、井上勝博、江口是彦

◇反対（不採択）を投じた議員（２８名）
　�小田原勇次郎、大坪幹也、谷津由尚、東　完治、徳永武次、山之内勝、中島由美子、
　宮脇秀隆、福元光一、川添公貴、今塩屋裕一、新原春二、宮里兼実、森永靖子、
　永山伸一、高橋修二、福田俊一郎、池脇重夫、堀之内盛良、石野田浩、古里貞義、
　大田黒博、杉薗道朗、小牧勝一郎、川畑善照、橋口博文、瀬尾和敬、上野一誠

区　　分 予算現額 今回補正額 補正後の予算額

一般会計 46,072,000 174,586 46,246,586

特

別

会

計

簡易水道事業 839,270 36,640 875,910

公共下水道事業 952,120 10 952,130

農業集落排水事業 238,960 5 238,965

天辰第一地区土地区画整理事業 979,240 91,718 1,070,958

川内駅周辺地区土地区画整理事業 353,280 11 353,291

入来温泉場地区土地区画整理事業 560,210 10 560,220

国民健康保険直営診療施設勘定 934,580 33,593 968,173

小　　計 4,857,660 161,987 5,019,647

合　　計 50,929,660 336,573 51,266,233

（単位：千円）
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　　【特別会計】
　　　●特定離島ふるさとおこし推進事業（７事業）・・・・・・・・・７０，２３３千円
　　　１．上甑島地区簡易水道統合整備事業　２．手打地区簡易水道整備事業
　　　３．瀬々野浦地区簡易水道整備事業　４．上甑島水源開発調査事業
　　　５．手打診療所医療機器整備事業　６．長浜診療所医療機器整備事業
　　　７．里診療所医療機器整備事業
　　　●雇用保険法の改正に伴う雇用保険料 ・・・・・・・・・・・・・・・・４６千円
　　　●ふるさと雇用再生特別基金事業 （県基金事業） ・・・・・・・・・・・・６８億円

　　●地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業・・・・・・・１，６２１，２７１千円
　　●地域活性化・公共投資臨時交付金事業・・・・・・・・・・・・３５，０２０千円
　　●子育て応援特別手当給付事業・・・・・・・・・・・・・・・１０８，６７０千円
　　●女性特有のがん検診推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・８，４８２千円

　◯平成２１年度第３回補正予算を可決

区　　分 予算現額 今回補正額 補正後の予算額
一般会計 46,246,586 1,888,132 48,134,718

特
別
会
計

簡易水道事業 875,910 9,813 885,723

入来温泉場地区土地区画整理事業 560,220 107,000 667,220

国民健康保険直営診療施設勘定 968,173 26,337 994,510

小　　計 2,404,303 143,150 2,547,453

合　　計 48,650,889 2,031,282 50,682,171

区　　分 予算現額 今回補正額 補正後の予算額

自動車運送事業会計
資本的収入 230 27,563 27,793

資本的支出 230 27,563 27,793

（単位：千円）

　《主な内訳》
　　【一般会計】
　　　●ふるさと雇用再生特別基金事業（４事業）・・・・・・・・・・１７，３７８千円
　　　１．離職者等就業・就農促進緊急対策事業　２．甑地域畜産指導員設置事業
　　　３．中心市街地活性化情報発信等事業　４．九州新幹線全線開業プレキャンペーン事業
　　　●特定離島ふるさとおこし推進事業（２６事業）・・・・・・・２３７，５８１千円
　　　１．長目の浜活性化事業　２．かんぱち雨恋まつり　３．こしきの恵・食の祭ｉｎ甑島
　　　４．甑島観光 PR 用 DVD 作成事業　５．デイサービスセンター送迎車購入事業
　　　６．林道青瀬線改良舗装事業　７．甑島地域オニヒトデ及びウニ駆除事業
　　　８．漁船漁業利便施設整備事業　９．エコプロジェクト「海辺の学校」
　　　１０．防火水槽整備事業　１１．トンボロ芸術村事業　
　　　１２．シニアスポーツリーダー養成事業　等

◎議会改革特別委員会委員新たに決まる
　議会改革特別委員会において、５月２９日臨時会において、委員数が１２名から１３名に変更
となり、新たに委員に山之内勝議員が選任され、また、委員長辞任に伴い６月９日付けで、新た
に委員長に堀之内盛良議員、委員に宮脇秀隆議員が選任されました。
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総　括　質　疑　並　び　に　一　般　質　問
①　徳永　武次　議員　　　   （むつみ会）

１　子育て支援について

②　江口　是彦　議員　　　（薩摩川内会）

③　持原　秀行　議員　　　　（市民連合）

④　川添　公貴　議員　　　（薩摩川内会）

⑤　瀬尾　和敬　議員　　　（薩摩川内会）

⑥　江畑　芳幸　議員　　　   （市民連合）

⑦　小牧　勝一郎　議員　　　　（創政会）

⑧　谷津　由尚　議員　　　　（むつみ会）

⑨　中島　由美子　議員　　　　（公明党）

⑩　山之内　　勝　議員　　

１　海洋深層水を生かした地域振興について
２　自治基本条例について
３　自動車運送事業について

１　少子化対策及び子育て支援策について
２　職員給与の早急な格差是正について

１　子育て支援について
２　地域力創造プログラムについて

１　シティセールスについて
２　「まちづくり教育」の推進について

１　市役所窓口の「ワンストップ・サービス」
　の実施について
２　洪水・内水対策について

１　夢の未来・新たな薩摩川内市を築くために
２　行政事務のスピード化について

１　将来的新エネルギーの在り方
２　市組織の機能について

１　地球温暖化防止実行計画の取組について
２　女性の健康、少子化対策について
３　４６年ぶりの皆既日食（７月２２日）に向
　けての本市の取組について

１　水害対策について
２　景気対策について
３　入札制度について

⑪　古里　貞義　議員　　　　　（新生会）

⑫　永山　伸一　議員

⑬　井上　勝博　議員　　

⑭　杉薗　道朗　議員　　　　　（公明党）

⑮　大坪　幹也　議員　　　（薩摩川内会）

⑯　佃　昌樹　議員　　　　　（市民連合）

⑰　森永　靖子　議員　　　（薩摩川内会）

１　定住促進事業の成果について
２　ゴールド集落（限界集落）の活性化プラン
　について

１　地域活動備品貸出し制度について
２　薩摩川内市国民保護計画の適切な運用につ　
　いて

１　川内原発３号機増設計画の環境影響評価準　
　備書についての市長意見について
２　川内原発について
３　原発の耐震設計について
４　乳幼児医療費助成制度について

１　環境月間に関して
２　「出張なんでも鑑定団in薩摩川内」について
３　甑島の観光振興について

１　交通渋滞の改善策について
２　電源立地地域を生かした総合研究所の誘致　
　について

１　県単公共事業に対する市町村負担金につい　
　て
２　教育関係

１　電源立地地域対策交付金事業として
２　薩摩川内市女性５０人委員会について
３　子育て支援事業について

◎　以降に主な質問の内容を紹介しますが、紙面の
　都合上、質問項目のうち議員が希望した１項目を
　掲載してあります。
　なお、議員名の次の（　）は所属会派の名称です。
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質
問
　
①
こ
し
き
海
洋
深
層
水
の
資
源

性
や
そ
の
利
活
用
等
に
関
す
る
研
究
を

産
学
官
民
が
連
携
し
て
進
め
て
は
ど
う

か
。
②
甑
島
に
見
合
っ
た
タ
ラ
ソ
・
海

洋
療
法
の
検
討
、
足
湯
施
設
や
魔
法
の

海
・
死
海
の
体
験
施
設
等
の
検
討
③
海

洋
深
層
水
が
有
す
る
数
々
の
特
性
を
生

か
し
、
全
国
各
地
で
食
品
加
工
、
農
業
、

医
療
な
ど
各
分
野
で
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
こ
し
き
海
洋
深
層
水
を
利
活
用
す

る
企
業
の
育
成
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
弁
　
県
、
大
学
等
研
究
機
関
、
県
海

洋
深
層
水
協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
企

業
、
市
な
ど
産
学
官
民
が
連
携
し
て
、

調
査
・
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
は
大
変

望
ま
し
く
、
協
力
し
た
い
と
考
え
る
。

　
足
湯
施
設
等
は
、
観
光
客
数
、
ま
た
、

採
算
性
も
わ
か
ら
な
い
現
状
で
は
、
多

額
を
投
じ
て
施
設
を
つ
く
る
こ
と
は
難

し
い
。
川
内
港
か
ら
の
高
速
船
の
就
航

な
ど
、
観
光
に
つ
な
が
る
方
法
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
し
き
海
洋
深
層
水
を
生
か

し
た
商
品
開
発
は
、
鹿
児
島
海
洋
深
層

　
　
　
　
　
　
　
　

質
問
　
育
児
に
か
か
わ
る
個
人
負
担
の

軽
減
や
、
子
ど
も
の
突
発
的
な
病
気
で

も
母
親
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
け

る
病
児
・
病
後
児
保
育
の
現
状
、
前
年

度
の
利
用
者
登
録
状
況
は
。
ま
た
、
受

入
施
設
増
の
要
望
が
多
い
が
、
今
後
、

見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

答
弁
　
子
育
て
支
援
事
業
は
、
国
・
県

補
助
、
市
単
独
事
業
と
し
て
三
十
八
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
、
す
く
す

く
ベ
ビ
ー
券
支
給
事
業
、
育
児
手
当
支

給
事
業
な
ど
七
事
業
を
市
単
独
で
実
施

し
て
お
り
、
他
市
と
比
較
し
て
も
積
極

的
に
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
考
え
る
。

　
病
児
・
病
後
児
保
育
は
市
内
の
小
児

科
医
院
一
カ
所
で
実
施
し
て
お
り
、
一

日
当
た
り
の
定
員
は
六
名
で
あ
り
利
用

す
る
に
は
事
前
に
登
録
す
る
必
要
が
あ

る
。
前
年
度
の
利
用
登
録
者
数
は
百
九

十
二
名
、
利
用
実
績
は
延
べ
千
三
百
二

名
で
あ
る
。

　
な
お
、
受
入
施
設
の
増
に
つ
い
て
は
、

次
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動

計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。

水
協
議
会
等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

利
活
用
を
図
る
と
と
も
に
無
霜
地
帯
で

あ
る
甑
島
の
特
性
を
生
か
し
た
野
菜
栽

培
な
ど
の
研
究
を
進
め
た
い
。

質
問
　
乳
幼
児
医
療
の
助
成
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
、
子
育
て
期
に
あ
る
若
い

人
達
の
、
乳
幼
児
に
係
る
医
療
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
目
的
で
、
昨
年
の
四
月

海
洋
深
層
水
を
生
か
し
た
地
域

振
興
に
つ
い
て

江
口
　
是
彦

徳
永
　
武
次

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

診
療
分
か
ら
、
医
療
費
の
無
料
化
が
就

学
前
児
童
ま
で
拡
充
さ
れ
た
が
、「
住

み
た
い
街
・
子
育
て
し
や
す
い
街
・
薩

摩
川
内
」
の
少
子
化
対
策
に
貢
献
す
る

施
策
と
し
て
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
拡

充
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
、
保
育

園
の
新
設
や
父
子
手
当
て
拡
充
な
ど
少

子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
医
療
費
の
無
料
化
を
試
算
す
る
と
、

現
在
の
一
億
二
千
万
円
が
小
学
校
卒
業

ま
で
の
場
合
で
二
億
六
千
万
円
、
中
学

校
卒
業
ま
で
の
場
合
で
三
億
円
程
度
と

な
り
、
新
た
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。

　
財
政
的
に
は
厳
し
い
が
、
子
育
て
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
定
住
促
進
に
つ
な

が
る
の
で
、
本
年
度
検
討
し
て
み
た
い
。

少
子
化
対
策
及
び
子
育
て
支
援

策
に
つ
い
て

持
原
　
秀
行

こしき海洋深層水工場

アンケート結果（医療費の無料化）
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質
問　

子
育
て
世
代
の
多
く
の
声
の
中

に
は
「
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
」「
幼
稚

園
・
保
育
園
の
延
長
保
育
」
等
が
あ
る

が
、
今
後
の
支
援
は
ど
の
よ
う
な
考
え

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
安
心
子
ど
も
基

金
を
活
用
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

今
後
の
計
画
は
。
新
規
設
立
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
更
な
る
支
援
は
。

答
弁　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行

動
計
画
の
次
期
計
画
の
策
定
の
際
に
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
た
目
標
値
の
設

定
、
事
業
化
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
意

向
も
確
認
し
、
実
施
計
画
や
予
算
作
成

の
中
で
整
理
し
た
い
。
ま
た
、
基
金
は

県
が
積
立
て
て
お
り
、
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
等
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
こ
の
計

画
策
定
の
中
で
方
針
を
ま
と
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

質
問　
「
薩
摩
川
内
市
を
丸
ご
と
売
り

込
む
」
と
い
う
意
気
込
み
で
、
市
長
は

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
」
を
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
い
る
。
去
る
四
月
一

日
、
副
市
長
を
本
部
長
に
「
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た

が
、
そ
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。ま
た
、

関
係
部
局
の
横
断
的
連
携
は
ど
の
よ
う

に
図
ら
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

四
月
三
十
日
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
推
進
本
部
会
議
と
推
進
委
員
会
を
開

催
し
、
各
課
が
取
り
組
ん
で
い
る
販
売

促
進
事
業
、
甑
島
誘
客
宣
伝
事
業
な
ど

三
十
四
事
業
を
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
関
連

業
務
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
、
事

業
の
整
理
・
統
合
、
新
規
事
業
の
検
討

な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
年
度
実
施
予
定
の
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
業
務
一
覧
を
作
成
し
、
関
係

部
局
の
、
共
通
認
識
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
各
課
連
携
に
よ
る
効
率

的
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取
組
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
活
用
を
通
し
て
、
横
断
的
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

ナ
ナ
フ
ミ
災
害
で
、
中
郷
地
区

は
内
水
に
よ
り
冠
水
し
た
。
住
宅
地
や

商
業
施
設
も
多
く
、
国
道
か
ら
避
難
所

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
へ
の
幹
線
道
路
も
あ
り

交
通
の
要
所
で
も
あ
る
。
今
年
も
雨
期

を
迎
え
る
が
、
応
急
対
策
と
激
特
事
業

で
川
内
川
は
改
修
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

市
内
全
域
に
お
け
る
内
水
対
策
の
中
・

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
早
期
策
定
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

中
郷
地
区
に
は
、
瀬
口
排
水
ポ

ン
プ
毎
分
七
十
ト
ン
・
山
田
島
排
水
ポ

ン
プ
毎
分
七
十
ト
ン
・
中
郷
ポ
ン
プ
毎

分
六
百
ト
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
三

施
設
の
稼
動
で
効
率
的
な
内
水
排
除
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
過
去
の
異
常

降
雨
時
の
浸
水
状
況
等
も
考
慮
し
、
出

水
期
の
雨
に
対
応
す
る
た
め
、
臨
時
的

洪
水
・
内
水
対
策
に
つ
い
て

江
畑　

芳
幸

に
三
台
の
ポ
ン
プ
（
毎
分
十
ト
ン
）
も

設
置
し
て
い
る
。
今
後
は
、
既
存
の
排

水
施
設
の
更
新
計
画
等
を
中
心
と
し
て
、

新
た
な
洪
水
対
策
に
も
対
応
す
る
た
め

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

二
十
一
世
紀
全
般
に
わ
た
っ
て

生
き
て
い
く
十
代
、
二
十
代
を
中
心
に

感
じ
る
未
来
に
対
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
り
、
政
策
に
生
か
し
て
い
く
考
え
は

な
い
か
。

答
弁　

子
育
て
中
の
人
た
ち
の
意
見
、

子
育
て
を
終
っ
た
人
た
ち
の
経
験
か
ら

の
意
見
も
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

現
在
の
い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
の
方
が
、

き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
、
若
者
だ
け
の
五

十
人
委
員
会
を
つ
く
る
考
え
は
、
今
の

と
こ
ろ
な
い
。
し
か
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
、
若
い
人
た
ち
の
意
見
を
聴
く
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
様
々
な
機

会
の
中
で
公
募
方
式
を
採
用
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
若
い
人
た
ち
の
意
見
を
生

か
せ
る
よ
う
な
政
策
を
と
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

瀬
尾　

和
敬

若
者
五
十
人
委
員
会
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。小

牧　

勝
一
郎

川
添　

公
貴

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

アンケート結果（保育園・幼稚園の充実）
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質
問　

薩
摩
川
内
市
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ま
ち
と
し
て
、
将
来
的
な
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
今
後
、
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業

の
定
着
、
事
業
主
に
対
す
る
最
小
限
の

リ
ス
ク
の
在
り
方
、
そ
し
て
雇
用
の
創

出
ま
で
の
シ
ナ
リ
オ
を
市
と
し
て
明
確

に
作
成
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

答
弁　

現
在
、
国
の
補
助
事
業
等
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
補
助
制
度
に
つ

い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、
事
業
者

自
体
が
風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
を
事

業
化
し
や
す
い
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
本
市
が
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
太
陽
光
・
風
力
発
電
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
運
転
開
始
後
の
雇
用
は
、

そ
う
多
く
は
見
込
め
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
た
だ
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
で
あ

り
、
民
間
主
導
の
も
と
、
市
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
組
む
方
法
を
考
え
た
い
。

原
子
力
発
電
所
だ
け
で
は
な
く
、
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
と
し
て
の
都

市
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。

質
問　

細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
発
症
初
期

は
発
熱
・
嘔
吐
な
ど
風
邪
に
似
た
症
状

を
示
す
た
め
診
断
が
極
め
て
難
し
く
、

発
熱
後
、
一
、
二
日
で
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
、
罹
患
者
の
二
十
五
％
に

運
動
障
害
等
の
後
遺
症
が
残
る
、
乳
幼

児
に
と
っ
て
恐
い
病
気
で
あ
る
。
昨
年

十
二
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
高
額
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
効
果
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
の
で
、
公
費
助
成
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　

少
子
化
対
策
は
本
市
の
重
要
な

施
策
と
位
置
付
け
て
お
り
、
子
供
を
安

心
し
て
育
て
る
環
境
に
し
た
い
。
細
菌

性
髄
膜
炎
は
小
児
に
と
っ
て
最
も
重
篤

な
感
染
症
で
あ
り
、
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

接
種
に
つ
い
て
の
公
費
助
成
は
、
少
な

く
と
も
来
年
度
は
鹿
児
島
市
並
み
の
助

成
と
し
た
い
。
伊
佐
市
は
全
額
公
費
負

担
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で

は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

質
問　

九
州
で
過
去
最
大
規
模
の
激
特

事
業
が
川
内
川
、
中
・
上
流
域
で
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
激
特
事
業
の
進

展
に
伴
い
、
下
流
域
特
に
市
街
地
付
近

河
川
堤
防
へ
の
急
激
な
負
荷
の
増
大
が

予
想
さ
れ
る
が
、
市
民
の
生
命
財
産
を

守
る
立
場
の
市
長
と
し
て
、
水
害
防
止

の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁　

平
成
二
十
二
年
完
了
を
目
指
し

進
め
ら
れ
て
い
る
。
河
川
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
や
行
わ
れ
て
い
る
、

川
内
市
街
部
改
修
の
大
小
路
地
区
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
二
年
か
け
て
向

田
地
区
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
着
手
時
期
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
か
ら

は
、
大
小
路
地
区
は
今
年
度
か
ら
事
業

に
向
け
て
の
諸
調
査
等
を
行
い
、
速
や

か
に
事
業
化
に
移
行
で
き
る
よ
う
事
務

手
続
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
説
明
を

受
け
て
い
る
。

質
問　

市
長
自
ら
ゴ
ー
ル
ド
集
落
の
中

に
入
り
、
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
と

聞
く
が
、
ゴ
ー
ル
ド
集
落
の
イ
メ
ー
ジ

を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
。ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
策
で
ゴ
ー
ル
ド
集

落
を
生
か
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

答
弁　

ゴ
ー
ル
ド
集
落
は
、
相
互
扶
助

を
維
持
し
つ
つ
、
集
落
外
の
住
民
と
の

生
活
交
流
な
ど
に
よ
り
、
本
来
有
し
て

い
る
地
域
の
力
を
再
び
創
造
し
、
活
力

と
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
地
域
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

を
定
義
付
け
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
か
ら
派
生
す
る

諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
が
、
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
を
中
心
に
企
画
政
策
課
・
行
政
改

革
推
進
課
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

課
題
等
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
ゴ
ー
ル
ド
集
落
の
再
生
条
例
（
仮

称
）
を
制
定
し
、
そ
の
中
で
支
援
し
て

い
け
な
い
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

女
性
の
健
康
、
少
子
化
対
策
に

つ
い
て

中
島　

由
美
子

水
害
対
策
に
つ
い
て山

之
内　

勝

ゴ
ー
ル
ド
集
落
（
限
界
集
落
）

の
活
性
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

古
里　

貞
義

将
来
的
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て

谷
津　

由
尚
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質
問　

環
境
美
化
活
動
や
道
路
・
河
川

維
持
管
理
活
動
、
ま
た
、
資
源
回
収
活

動
な
ど
市
民
と
の
共
生
・
協
働
に
よ

り
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や

自
治
会
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域

活
動
で
必
要
と
な
る
車
両
や
草
刈
機
・

芝
刈
機
・
脚
立
な
ど
の
備
品
を
市
役
所

か
ら
貸
し
出
す
制
度
を
新
た
に
設
け
ら

れ
な
い
か
。

答
弁　

備
品
は
、
自
治
会
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
貸
し
出
し

を
行
っ
て
き
た
が
、
車
両
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
貸
出
し
は
し
て
い
な
い
。

地
域
振
興
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
活

動
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
目
的
を
明
確

に
し
て
貸
出
し
を
す
る
体
制
に
す
べ
き

と
考
え
る
。
た
だ
し
、
管
理
や
事
故
の

問
題
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
調
査
し

た
上
で
、
規
則
等
の
整
備
を
し
て
、
特

に
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
団
体
で

あ
れ
ば
貸
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
九
月
に
予
算
措
置
で
き
る
も

の
を
含
め
て
、
十
月
一
日
か
ら
貸
出
し

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

質
問　

地
震
学
者
に
よ
る
と
、
た
と
え

活
断
層
が
発
見
さ
れ
な
く
て
も
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
以
上
の
地
震
は
日
本
の
ど

こ
で
も
起
こ
り
う
る
と
い
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
川
内
原
発
は
、
Ｍ
七
の
直
下
型

地
震
に
耐
え
る
構
造
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
国
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
最
悪
の
事

態
を
考
え
て
の
耐
震
設
計
の
見
直
し
を

九
電
に
申
し
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁　

耐
震
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
昨

年
十
二
月
に
新
耐
震
指
針
に
基
づ
く
耐

震
安
全
性
評
価
結
果
が
国
に
提
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
震
源
を
特
定
し
な

い
地
震
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も

国
で
審
査
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

現
段
階
に
お
い
て
九
州
電
力
に
対
し
再

調
査
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

近
年
、
日
本
各
地
で
海
岸
へ
の

漂
着
ご
み
が
増
加
し
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
唐
浜
、
西
方
の
海

水
浴
場
や
、
甑
島
な
ど
海
岸
線
と
広
く

接
し
て
い
る
当
市
の
漂
着
ご
み
の
現
状

は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の
処
理
に
つ
い

て
県
当
局
と
の
連
携
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
協
力
体
制
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
弁　

危
険
な
薬
品
等
の
入
っ
た
ポ
リ

タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
本
市
が
回
収
し

て
内
容
物
を
確
認
し
た
後
に
適
正
に
処

分
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
漂
着
ご

み
の
回
収
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
頻
繁
に
巡
回
し

て
回
収
さ
れ
た
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治
会
等
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
い
る
。
ま

た
、
里
地
域
で
は
、
自
治
会
や
女
性
団

体
等
が
月
に
一
回
海
岸
清
掃
を
行
っ
て

い
る
。

　

災
害
時
の
大
量
漂
着
ご
み
の
場
合
は
、

国
の
補
助
等
も
あ
る
の
で
、
県
と
本
市

が
協
議
し
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

①
平
佐
中
央
交
差
点
の
市
道
横

馬
場
・
田
崎
線
で
は
、
朝
夕
、
交
通
渋

滞
が
起
こ
っ
て
い
る
。
川
内
駅
周
辺
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
成
も
迫

り
、
更
な
る
渋
滞
も
あ
る
が
改
善
策
を

示
さ
れ
た
い
。
②
県
道
四
十
二
号
川
内

加
治
木
線
は
朝
夕
、
交
通
渋
滞
が
起
こ

っ
て
い
る
。
近
隣
の
田
崎
地
区
と
永

利
・
天
辰
線
の
樋
脇
・
市
比
野
方
面
に

行
く
車
両
を
バ
イ
パ
ス
方
式
で
通
過
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
改
善
策
を

示
さ
れ
た
い
。

答
弁　

指
摘
の
交
差
点
は
、
変
形
的
交

差
点
と
な
っ
て
お
り
、
渋
滞
緩
和
方
法

と
し
て
、
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
や
信
号

機
の
時
間
差
処
理
等
が
考
え
ら
れ
る
。

交
通
量
等
の
調
査
、
道
路
診
断
を
行

い
、
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

改
善
に
向
け
協
議
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
県
道
四
十
二
号
川
内
加
治
木
線

は
、
渋
滞
緩
和
に
向
け
た
整
備
が
進
め

ら
れ
、
以
前
と
比
べ
る
と
ス
ム
ー
ズ
に

流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
信
号

機
設
置
に
よ
る
改
善
や
混
雑
区
間
を
避

け
た
交
通
の
分
散
化
の
検
討
が
必
要
で

原
発
の
耐
震
設
計
に
つ
い
て

井
上　

勝
博

環
境
月
間
に
関
し
て杉

薗　

道
朗

交
通
渋
滞
の
改
善
策
に
つ
い
て

大
坪　

幹
也

地
域
活
動
備
品
貸
出
制
度
に
つ

い
て

永
山　

伸
一
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あ
る
と
考
え
る
。

質
問
　
①
市
長
は
国
の
直
轄
事
業
負
担

金
に
対
す
る
知
事
会
の
対
応
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
か
。
②
県

と
市
町
村
に
お
い
て
も
同
じ
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
問
題
は
何

か
。
③
改
善
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
④

県
と
市
の
関
係
に
お
い
て
対
等
を
認
識

で
き
な
い
。
県
と
市
の
主
従
関
係
に
つ

い
て
市
長
の
認
識
は
。

答
弁
　
①
知
事
会
に
お
い
て
は
、
現
在

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、

制
度
の
見
直
し
、
在
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
お
り
、
今
後
、
意
見
が
集
約

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
そ
の
動
向

を
注
意
深
く
見
守
り
た
い
。

②
市
町
村
負
担
金
に
伴
う
土
木
・
建
設

事
業
は
、
地
元
要
請
に
基
づ
き
県
と
の

事
前
協
議
を
経
て
実
施
し
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
本
市
に
と
っ
て
必
要
な
事
業

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
段
階
で

特
に
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
③
市
町
村
負
担
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
取
扱
い
に

準
ず
る
こ
と
と
思
う
の
で
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
、
県
市
長

会
等
で
意
見
を
申
し
述
べ
た
い
。

④
国
・
県
・
市
町
村
の
関
係
は
地
方
分

権
一
括
法
に
よ
り
、
上
下
主
従
の
関
係

か
ら
対
等
協
力
の
関
係
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
お
互
い
に
補
足
し
合
い
、

よ
り
一
層
の
協
調
関
係
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
、
市
政
発
展
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

質
問
　
①
豊
か
で
住
み
よ
い
魅
力
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
多
目

的
な
総
合
施
設
建
設
（
複
合
拠
点
施

設
）
の
構
想
は
。
②
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ

ん
だ
い
に
隣
接
し
て
健
康
増
進
の
た
め

の
総
合
温
泉
施
設
（
プ
ー
ル
も
含
む
）

建
設
の
構
想
は
。
③
薩
摩
川
内
市
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
大
綱
会
館
（
展
示

館
）
建
設
の
構
想
は
。

答
弁
　
複
合
拠
点
都
市
の
整
備
と
し
て
、

①
川
内
駅
東
口
の
区
画
整
理
の
中
で
旧

西
中
跡
地
を
約
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

土
地
を
確
保
し
て
あ
る
。
総
合
計
画
の

中
で
も
、
複
合
拠
点
施
設
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
そ
の
計
画
を
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
建
設
の
時
期

が
き
た
ら
、
そ
の
施
設
の
内
容
等
に
つ

い
て
も
、
議
員
、
市
民
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

②
総
合
温
泉
施
設
（
プ
ー
ル
も
含
む
）

建
設
に
つ
い
て
は
、
他
市
も
維
持
管
理

費
が
高
く
つ
く
と
の
こ
と
で
、
二
の
足

を
踏
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
民
間
の

温
水
プ
ー
ル
も
あ
る
の
で
、
会
員
に
補

助
金
を
出
す
な
ど
、
他
の
方
策
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
総

合
運
動
公
園
に
、
合
宿
所
を
と
の
要
望

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
は
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
施
設
建
設
に
つ
い
て

は
、
取
捨
選
択
し
て
い
き
た
い
。

③
大
綱
会
館
に
つ
い
て
は
、
複
合
拠
点

施
設
の
中
に
入
れ
る
か
ど
う
か
も
含
め

て
検
討
し
た
い
。
な
お
、
川
内
大
綱
引

は
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
が
、
国
の
指
定
を
受
け
た
ら
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
会
館
を
こ
と
も
検
討

し
た
い
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事

業
と
し
て

森
永
　
靖
子

県
単
公
共
事
業
に
対
す
る
市
町

村
の
負
担
金
に
つ
い
て

佃
　
昌
樹

市道横馬場田崎線平佐中央交差点

川内駅周辺地区土地区画整理事業
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六
月
二
十
五
日
開
催

　
所
管
事
務
調
査

①
朝
食
を
摂
取
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
食
育
の
一
環
と
し
て
、
教
育

委
員
会
や
地
域
と
連
携
の
上
、
児
童
や

家
庭
へ
の
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
集
団
健
診
の
充
実
に
努
め
ら
れ

た
い
。

③
認
知
症
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

に
、
介
護
保
険
料
に
も
配
慮
し
な
が

ら
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
施
設
整
備
に

努
め
ら
れ
た
い
。

④
児
童
相
談
業
務
は
、
そ
の
相
談
内
容

が
多
種
多
様
で
あ
る
の
で
、
民
生
委
員

の
協
力
も
得
な
が
ら
丁
寧
に
対
応
さ
れ

た
い
。

　

六
月
二
十
四
日
開
催

（
一
）
議
案
第
七
十
六
号　

薩
摩
川
内

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

用
途
廃
止
し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
性
化
を
考
慮
し
た
活
用
が
な
さ

れ
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
議
案
第
七
十
八
号　

平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

　

内
川
内
地
区
集
落
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
現
場
の
勾
配
が

急
な
こ
と
も
あ
り
、
施
工
に
当
た
っ
て

は
安
全
管
理
に
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。

（
三
）
議
案
第
八
十
八
号　

平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

　

梅
ケ
渕
歩
道
橋
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
住
民
の
遊
歩
道
と
し
て
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
、
歩
行
者
の
利
便
性

に
配
慮
さ
れ
た
い
。

　
所
管
事
務
調
査

①
水
道
料
金
等
の
統
一
に
当
た
っ
て

は
、
住
み
や
す
い
ま
ち
の
観
点
か
ら
、

平
等
で
低
廉
な
料
金
設
定
に
努
め
る
と

と
も
に
、
企
業
誘
致
へ
の
配
慮
等
全
庁

的
に
連
携
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
た
い
。

②
景
観
審
議
会
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
景
観
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
重

要
で
あ
り
、
審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
特
殊
機
器
を
含

む
工
事
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
受
注
し

た
業
者
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
の
な

　

各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を
行
い
、
主
に

次
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

六
月
二
十
四
日
開
催

（
一
）	

議
案
第
七
十
八
号　

平
成
二

十
一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正

予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

①
畜
産
指
導
員
を
甑
島
地
域
へ
配
置
す

る
際
に
は
、
本
庁
に
集
約
し
て
い
る
畜

産
技
師
と
の
連
携
を
十
分
図
ら
れ
た
い
。

②
甑
島
地
域
オ
ニ
ヒ
ト
デ
及
び
ウ
ニ
駆

除
事
業
に
つ
い
て
は
、
海
の
豊
か
な
資

源
を
守
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

③
甑
島
の
特
産
品
開
発
と
し
て
、
キ
ビ

ナ
ゴ
と
同
様
に
ア
ワ
ビ
の
利
活
用
に
つ

い
て
も
研
究
さ
れ
た
い
。　
　
　
　
　

　
所
管
事
務
調
査

①
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公

共
施
設
な
ど
で
の
議
会
中
継
等
の
映
像

配
信
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
視
聴
し
や

す
い
よ
う
な
環
境
の
整
備
に
努
め
ら
れ

た
い
。

②
水
稲
の
苗
を
食
害
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
防
除
対

策
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

③
農
業
公
社
公
募
型
地
域
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
食
農
教

育
に
つ
い
て
の
取
組
も
検
討
さ
れ
た
い
。

④
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
そ
の
改
善
の
取
組
に
一
層
努
力
さ

れ
た
い
。

⑤
「
お
お
つ
な
商
品
券
」
は
、
販
売
時

間
帯
が
平
日
の
昼
間
で
購
入
し
に
く
い

こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
業

を
行
う
際
に
は
、
販
売
方
法
を
工
夫
し

て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

⑥
市
営
横
馬
場
駐
車
場
の
裏
側
へ
の
防

犯
灯
設
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑦
今
後
、
立
地
企
業
訪
問
を
行
う
際
に

は
、
将
来
の
見
通
し
な
ど
を
聞
き
取
り

項
目
に
追
加
さ
れ
た
い
。

⑧
水
中
展
望
船
き
ん
し
ゅ
う
に
つ
い
て

は
、
観
賞
ポ
イ
ン
ト
等
に
お
い
て
ま
き

餌
を
す
る
な
ど
、
観
光
客
が
常
に
魚
を

見
ら
れ
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
さ
れ
た

い
。

各
常
任
委
員
会

報
告

　
　
　
　
　

委
員
長　

古
里   

貞
義　

企
画
経
済
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

福
元　

光
一　

市
民
福
祉
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

石
野
田　

浩
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い
よ
う
、
特
定
の
メ
ー
カ
ー
指
定
を
せ

ず
選
択
肢
に
幅
を
持
っ
た
発
注
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

六
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
開
催

（
一
）
議
案
第
八
十
六
号　

永
利
小
学

校
屋
内
運
動
場
新
増
改
築
（
建
築
本

体
）
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

①
工
事
中
の
機
材
等
の
搬
入
に
当
た
っ

て
は
、
危
険
が
な
い
よ
う
十
分
注
意
さ

れ
た
い
。

②
屋
内
運
動
場
な
ど
の
学
校
施
設
の
耐

震
化
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
今
後

太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
議
案
第
八
十
八
号　

平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

①
一
一
九
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
に
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
通
報

者
に
電
話
で
指
示
し
な
が
ら
救
命
措
置

を
行
う
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
か
ら
、
分

か
り
や
す
く
的
確
な
指
示
に
努
め
る
と

と
も
に
、
更
な
る
普
通
救
命
講
習
の
受

講
者
増
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
に
よ

り
、
学
校
間
で
の
相
互
利
用
に
よ
る
教

材
等
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

　
所
管
事
務
調
査

①
避
難
所
の
近
隣
な
ど
必
要
な
場
所
に

つ
い
て
は
、
飲
料
水
兼
用
の
防
火
水
槽

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
甑
島
地
域
に
お
い
て
は
、
今
後
交
通

体
系
も
整
い
、
観
光
客
や
交
通
量
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
海
上
も

含
め
た
甑
島
全
体
の
消
防
体
制
を
総
合

的
に
検
討
さ
れ
た
い
。

③
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
慎
重
に
検
討
さ

れ
た
い
。

④
総
合
運
動
公
園
を
中
心
に
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
や
見
物
人
が
本

市
を
訪
れ
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
合
宿
を
誘
致
で

き
る
よ
う
、
近
隣
へ
の
宿
泊
施
設
の
設

置
等
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

⑤
行
方
不
明
者
が
出
た
場
合
の
市
と
し

て
の
全
体
的
な
調
整
体
制
に
つ
い
て
充

実
を
図
ら
れ
た
い
。

⑥
災
害
時
に
備
え
、
防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
の
早
急
な
設
置
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

各
特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
月
十
四
日
、
四
月
二
十
日
、

　
五
月
十
二
日
、
五
月
二
十
二
日
、

　
六
月
一
日
開
催

（
一
）
四
月
十
四
日
の
開
催
の
委
員
会

①
原
子
力
対
策
課
新
設
に
伴
う
分
掌
事

務
等
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
本
年
四
月
一
日
付
け

で
、
企
画
政
策
部
に
新
た
に
原
子
力
対

策
課
を
設
置
し
、
そ
の
所
管
事
務
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
総
務
部
防
災
安
全

課
の
所
管
で
あ
っ
た
原
子
力
発
電
所
に

係
る
安
全
対
策
等
の
事
務
及
び
企
画
政

策
部
企
画
政
策
課
の
所
管
で
あ
っ
た
原

子
力
政
策
及
び
電
源
地
域
振
興
等
の
事

務
と
し
た
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
国

の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
現
場
に
立
っ

た
原
子
力
行
政
を
進
め
ら
れ
た
い
と
の

要
望
が
述
べ
ら
れ
た
。

②
川
内
原
子
力
発
電
所
の
運
転
状
況
に

つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
一
号
機
は
平
成
二
十
年

十
二
月
十
日
に
第
十
九
回
定
期
検
査

を
、
二
号
機
は
本
年
三
月
二
十
五
日
第

十
八
回
定
期
検
査
を
終
了
し
、
そ
れ
ぞ

れ
通
常
運
転
に
復
帰
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
放
射
性
廃
棄
物
の
管
理
状
況

に
つ
い
て
、
気
体
廃
棄
物
及
び
液
体
廃

棄
物
の
放
出
量
は
年
間
放
出
管
理
目
標

値
を
下
回
り
、
か
つ
検
出
限
界
値
以
下

で
あ
る
こ
と
、
固
体
廃
棄
物
の
貯
蔵
量

は
貯
蔵
率
四
十
六
・
二
％
で
あ
る
こ
と

の
報
告
を
受
け
た
。

　

次
に
、
使
用
済
燃
料
の
保
管
状
況
に

つ
い
て
、
本
年
二
月
末
現
在
、
一
号

機
・
二
号
機
の
合
計
で
、
貯
蔵
率
が
五

十
七
・
六
％
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け

た
。

　

ま
た
、
法
に
基
づ
き
国
へ
報
告
を
要

す
る
事
象
及
び
そ
の
他
の
事
象
、
該
当

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
使

用
済
核
燃
料
の
保
管
、
搬
出
計
画
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
現
在
、
二
号
機
に

つ
い
て
、
保
管
の
効
率
性
を
高
め
る
た

め
の
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
工
事
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
再
処
理
施
設
等
へ

の
搬
出
に
つ
い
て
は
、
九
州
電
力
㈱
と

し
て
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
か
ら
の

搬
出
を
優
先
的
に
行
っ
て
い
る
と
の
答

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

瀬
尾　

和
敬

各
特
別
委
員
会

報
告

原
子
力
発
電
所
対
策
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長　

池
脇　

重
夫　
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弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
工
事
に
当
た

っ
て
は
、
地
震
等
の
揺
れ
の
際
に
リ
ス

ク
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
適

切
に
対
処
さ
れ
た
い
旨
の
要
望
が
述
べ

ら
れ
た
。

（
二
）
五
月
十
二
日
の
開
催
の
委
員
会

　

五
月
十
二
日
開
催
の
委
員
会
に
お
い

て
、
参
考
人
と
し
て
九
州
電
力
㈱
に
出

席
要
請
を
し
、
次
の
項
目
ご
と
に
説
明

を
求
め
、
そ
の
後
、
委
員
の
質
疑
を
行

っ
た
。

　

な
お
、
同
日
に
調
査
し
た
環
境
影
響

評
価
準
備
書
に
係
る
項
目
に
つ
い
て

は
、（
三
）
と
し
て
、
中
間
報
告
と
し

て
集
約
し
、
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
地
質
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

敷
地
内
・
外
に
お
け
る
地
質
調
査
の

内
容
等
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
、
そ
の

内
容
と
し
て
は
、
原
子
炉
施
設
想
定
位

置
の
基
礎
岩
盤
は
、
想
定
さ
れ
る
地
震

に
対
し
十
分
に
安
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

活
断
層
の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
評
価

が
異
な
る
判
断
も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
説

明
が
必
要
と
の
質
疑
が
あ
り
、
活
断
層

は
安
全
側
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
、
活

断
層
以
外
の
震
源
を
特
定
で
き
な
い
地

震
に
つ
い
て
も
、
四
百
五
十
ガ
ル
と
設

定
し
、
耐
震
設
計
を
行
っ
て
い
る
旨
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

②
気
象
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

三
号
機
増
設
予
定
地
と
気
象
特
性
等

の
説
明
を
求
め
、
そ
の
内
容
と
し
て

は
、
一
号
機
・
二
号
機
と
気
象
特
性
が

同
じ
で
あ
り
、
既
存
の
気
象
観
測
所
の

気
象
デ
ー
タ
が
使
用
で
き
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

上
層
逆
転
層
の
出
現
頻
度
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、
出
現
頻
度
は
、
安
全

側
に
評
価
し
て
全
季
節
で
約
五
％
と
算

定
し
た
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

（
三
）
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
係
る

中
間
報
告

　

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て

は
、
参
考
人
と
し
て
九
州
電
力
㈱
に
出

席
要
請
を
し
な
が
ら
、
一
月
十
九
日
に

概
要
説
明
を
求
め
、
二
月
十
三
日
、
四

月
二
十
日
、
五
月
十
二
日
の
三
回
に
わ

た
り
、
項
目
ご
と
に
重
点
的
な
審
査
を

行
っ
た
。

　

な
お
、
五
月
十
二
日
に
は
、「
環
境

影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
の
意
見
の

概
要
と
九
州
電
力
㈱
の
見
解
に
つ
い

て
」
と
し
て
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基

づ
き
提
出
さ
れ
た
準
備
書
に
対
す
る
意

見
の
概
要
、
当
該
意
見
に
係
る
九
州
電

力
㈱
の
見
解
及
び
環
境
保
全
の
見
地
以

外
か
ら
の
主
な
意
見
に
つ
い
て
の
説
明

を
求
め
た
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
二
日
及
び
六
月
一

日
開
催
の
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
行
っ
た
質
疑
、
述
べ
ら
れ
た
意
見
・

要
望
を
も
と
に
、
現
時
点
に
お
け
る
、

こ
れ
ま
で
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に

係
る
中
間
報
告
と
し
て
、
次
の
と
お
り

集
約
し
た
。

①
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た

意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

ア　

電
源
供
給
計
画
で
は
、
中
期
的
に

み
た
最
大
電
力
の
伸
び
は
年
平
均
〇
・

六
％
と
し
て
い
る
が
、
昨
今
の
経
済
状

況
か
ら
み
て
、
過
大
な
評
価
と
な
っ
て

い
な
い
か
検
証
し
、
市
民
が
納
得
で
き

る
よ
う
な
説
明
を
さ
れ
た
い
。

イ　

電
源
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
関
し

て
は
、
九
州
電
力
㈱
は
他
の
電
力
会
社

と
比
べ
、
原
子
力
発
電
の
比
率
が
高
い

と
考
え
る
が
、
高
く
な
る
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
、
供
給
安
定
性
、
電
気

料
金
と
の
関
係
も
含
め
て
、
市
民
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
示
さ
れ
た
い
。

ウ　

原
子
力
発
電
所
に
よ
る
発
電
電
力

量
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

発
生
量
は
、
他
と

比
較
し
て
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

全
体
量
を
考
え
る
と
規
模
が
違
い
す
ぎ

る
こ
と
か
ら
、
環
境
へ
の
影
響
の
程
度

を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

エ　
「
原
子
力
発
電
は
、
バ
ッ
ク
エ
ン

ド
コ
ス
ト
を
含
ん
で
も
、
十
分
な
経
済

性
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
市
民
が
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
具
体
的
な
数
値
を
示

し
な
が
ら
十
分
に
説
明
さ
れ
た
い
。

オ　

今
後
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
つ

い
て
、
石
油
、
ガ
ス
等
の
化
石
燃
料
か

ら
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
が
見

込
ま
れ
る
が
、
電
力
需
要
の
伸
び
に
確

実
に
対
応
で
き
る
よ
う
十
分
に
検
討
さ

れ
た
い
。

カ　

電
源
供
給
予
備
率
の
設
定
に
つ
い

て
は
、
本
来
確
保
す
べ
き
予
備
率
を
明

確
に
し
た
上
で
、
そ
の
設
定
方
法
が
妥

当
な
も
の
か
十
分
説
明
さ
れ
た
い
。

キ　

建
設
予
定
地
の
選
定
の
要
因
と
な

っ
た
未
利
用
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
公
有
水
面
の
埋
立
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
整
合
性
が
市
民
に
は
分
か
り
に
く
い

た
め
、
明
確
に
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た

い
。

ク　

増
設
に
当
た
っ
て
安
全
性
を
評
価

す
る
た
め
に
行
う
実
証
実
験
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
縮
小
モ
デ
ル
の
使
用
な

ど
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
等
に
つ
い
て

も
示
さ
れ
た
い
。

②
大
気
環
境
（
窒
素
酸
化
物
、
粉
じ

ん
、
騒
音
・
振
動
）
に
つ
い
て

　

騒
音
・
振
動
窒
素
酸
化
物
濃
度
等
に

係
る
現
地
調
査
の
結
果
、
予
測
評
価
結

果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

関
係
車
両
の
増
加
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、
環
境
保
全
へ
の
配
慮
に
努
め
る

こ
と
、
海
上
輸
送
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
利
用
し
た
い
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
工
事
車
両
の
交
通
量
に
関

し
、
ピ
ー
ク
時
、
あ
る
い
は
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
時
の
交
通
量
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、
ピ
ー
ク
時
に
つ
い
て
は
想
定
さ

れ
る
定
期
点
検
時
の
最
大
値
を
、
通
勤



平成21年９月１日発行薩摩川内市議会だより⑬

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
つ
い
て
は
時
間
的
な
偏

り
は
考
慮
せ
ず
、
一
日
の
平
均
に
よ
り

想
定
し
て
い
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ア　

工
事
車
両
の
交
通
量
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
等
、
周
辺
の
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
、
ま
た
、
検
討
さ
れ
て
い
る
海
上

輸
送
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
な
利
用
に

努
め
ら
れ
た
い
。

イ　

車
両
の
通
行
に
伴
う
窒
素
酸
化

物
、
粉
じ
ん
、
騒
音
・
振
動
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
車
種
に
よ
っ
て
影
響
の

大
き
さ
が
違
う
こ
と
か
ら
、
車
種
ご
と

の
分
析
も
十
分
に
行
い
な
が
ら
、
影
響

が
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

ウ　

九
州
電
力
㈱
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
努
力

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
、
国
内
排
出
権
取
引
に
安
易
に
つ
な

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
、
市
民
に

も
十
分
に
説
明
さ
れ
た
い
。

エ　

工
事
中
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

に
関

し
て
も
、
排
出
抑
制
に
努
め
る
こ
と
と

し
、
そ
の
具
体
的
な
数
値
を
含
め
て
方

策
を
示
さ
れ
た
い
。

③
水
環
境
に
つ
い
て

　

水
質
、
水
温
、
底
質
か
ら
の
有
害
物

質
等
の
現
地
調
査
結
果
及
び
予
測
評
価

結
果
、
水
中
放
水
と
表
層
放
水
の
比
較

等
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
調
査
区

域
外
の
海
水
温
の
高
い
海
域
に
お
け
る

温
排
水
の
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
質

疑
が
あ
り
、
周
辺
海
域
の
衛
星
写
真
を

も
と
に
、
温
排
水
に
伴
う
水
温
の
上
昇

が
、
直
接
は
関
連
し
て
い
な
い
旨
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

温
排
水
の
水
中
放
水
に
係
る
周
辺
海

域
へ
の
拡
散
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
放
出
さ
れ
た
温
排
水
は
、
表
層
に

上
昇
す
る
際
に
温
度
が
下
が
る
こ
と
、

ま
た
、
温
排
水
は
、
水
深
三
メ
ー
ト
ル

よ
り
浅
い
表
層
で
拡
散
す
る
こ
と
か

ら
、
水
深
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
調
査
に

よ
り
、
拡
散
の
状
況
を
把
握
で
き
る
旨

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ア　

法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い

調
査
を
実
施
し
た
場
合
は
、
本
委
員
会

に
も
そ
の
資
料
を
提
供
さ
れ
た
い
。

イ　

冷
却
水
取
水
に
伴
う
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
、
卵
・
稚
仔
の
死
滅
が
三
十
～
四
十

％
と
さ
れ
て
い
る
が
、
環
境
に
影
響
を

与
え
な
い
か
調
査
し
、
市
民
が
理
解
し

や
す
い
説
明
を
さ
れ
た
い
。

ウ　

温
排
水
の
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

は
、
分
か
り
や
す
い
資
料
に
よ
る
説
明

会
を
積
極
的
に
実
施
し
、
市
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

エ　

温
排
水
の
周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
は
、「
ほ
と
ん
ど
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
温
排
水
が
海
域
面

で
広
が
る
例
は
な
い
の
か
、
確
実
に
検

証
さ
れ
た
い
。

オ　

温
排
水
の
拡
散
計
算
に
あ
っ
て

は
、
法
で
定
め
ら
れ
た
平
水
水
量

（
一
年
を
通
じ
百
八
十
五
日
を
下
回
ら

な
い
流
量
）
の
み
用
い
る
の
で
は
な

く
、
豊
水
水
量
（
年
九
十
五
日
を
超
え

る
流
量
）
に
お
い
て
も
計
算
し
、
ま

た
、
そ
の
結
果
を
比
較
し
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
が
納
得
す
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

カ　

温
排
水
の
地
域
産
業
へ
の
活
用
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
調
査
研
究
し
、
全

国
的
に
導
入
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

単
に
海
に
放
流
す
る
だ
け
で
な
く
、
有

効
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

④
そ
の
他
の
環
境
に
つ
い
て

　

陸
域
地
形
へ
の
影
響
と
し
て
、
土
捨

場
の
概
要
及
び
土
砂
の
飛
散
防
止
等
の

環
境
保
全
措
置
、
ま
た
、
海
岸
地
形
へ

の
影
響
と
し
て
、
海
岸
線
の
変
動
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
土
捨

場
の
管
理
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
周
辺
地
域
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

十
分
に
配
慮
し
た
い
旨
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

　

過
去
の
海
岸
地
形
の
変
化
状
況
、
埋

立
に
よ
る
海
岸
線
の
後
退
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
過
去
に
は
公
共
工
事
に

よ
り
海
岸
地
形
が
変
化
し
て
い
る
が
、

最
近
五
年
間
の
観
測
に
お
い
て
、
比
較

的
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
、
海
岸
線
と
し
て
は
大
き
く
後
退
し

な
い
と
予
測
し
て
い
る
旨
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ア　

建
設
時
の
土
捨
場
の
管
理
等
に
つ

い
て
は
、
飛
砂
防
止
策
を
含
め
た
周
辺

環
境
の
保
全
に
は
十
分
に
配
慮
さ
れ
た

い
。

イ　

公
有
水
面
埋
立
に
伴
う
海
岸
地
形

の
変
化
に
つ
い
て
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
等
の

希
少
生
物
へ
の
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
工
事
中
及
び
運
転
後
に
お

い
て
も
、
定
期
的
な
調
査
を
検
討
さ
れ

た
い
。

ウ　

地
形
の
改
変
等
に
つ
い
て
は
、
評

価
の
対
象
と
す
る
期
間
の
と
ら
え
方
に

相
違
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と

か
ら
、
市
民
へ
の
説
明
等
に
当
た
っ
て

食
い
違
い
が
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
さ

れ
た
い
。

⑤
動
物
・
植
物
に
つ
い
て

　

現
地
調
査
の
状
況
並
び
に
重
要
な
種

及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
へ
の
影
響
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
、
そ
の
内
容
と
し

て
は
、
重
要
な
種
及
び
重
要
な
群
落
の

存
続
対
策
等
を
実
施
し
、
影
響
を
低
減

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

周
辺
で
確
認
さ
れ
て
い
る
ベ
ッ
コ
ウ

ト
ン
ボ
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
繁

殖
地
が
対
象
事
業
実
施
区
域
外
の
湖
沼

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
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ま
た
、「
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
」

な
ど
抽
象
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
影

響
の
程
度
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

影
響
の
程
度
は
、
生
息
確
認
場
所
及
び

繁
殖
環
境
の
改
変
の
有
無
、
環
境
保
全

措
置
の
実
施
の
有
無
等
に
よ
り
、
具
体

的
に
判
断
し
た
結
果
で
あ
る
旨
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ア　

希
少
動
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、「
影
響
は
な
い
」、「
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
い
」、「
影
響
は
少
な
い
」、

「
影
響
が
大
き
い
」
の
四
段
階
で
判
断

し
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
の
程
度
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
市
民
の
考
え
方
と
ギ

ャ
ッ
プ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
、
十

分
な
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

イ　

鳥
類
の
行
動
範
囲
や
ル
ー
ト
の
調

査
に
当
た
っ
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
用
い

正
確
な
調
査
が
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

ウ　

卵
・
稚
仔
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
調

査
に
当
た
っ
て
は
、
汽
水
域
で
あ
る
川

内
川
の
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
調

査
範
囲
を
見
直
す
な
ど
十
分
な
調
査
に

努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
生
態
系
に
つ
い
て

　

対
象
事
業
実
施
区
域
と
そ
の
周
辺
の

食
物
連
鎖
の
概
要
及
び
生
態
系
へ
の
影

響
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
、
そ
の
内
容

と
し
て
は
、
造
成
等
に
伴
う
地
形
改
変

の
範
囲
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
生
息
環

境
整
備
等
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
影

響
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
環

境
保
全
措
置
を
講
じ
、
周
辺
環
境
へ
の

影
響
を
低
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
慎
重
に
対
応
す
る
上
で
も
、
環
境

監
視
計
画
に
生
態
系
の
事
後
調
査
を
加

え
ら
れ
た
い
旨
の
要
望
が
述
べ
ら
れ

た
。

⑦
景
観
に
つ
い
て

　

地
形
改
変
等
に
伴
う
景
観
へ
の
影
響

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
、
そ
の
内
容
と

し
て
は
、
地
形
改
変
の
範
囲
は
最
小
限

に
と
ど
め
、
土
捨
場
等
の
植
栽
等
を
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
影
響
は
少
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
土
捨
場
に
ク
ロ
マ
ツ
を
植

栽
し
、
現
在
の
景
観
ま
で
復
元
す
る
年

数
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
表
土
に

も
よ
る
が
二
十
～
三
十
年
程
度
は
要
す

る
た
め
、
土
壌
改
良
等
も
検
討
し
た
い

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
土

捨
場
に
使
用
す
る
ク
ロ
マ
ツ
に
つ
い

て
、
土
捨
場
と
し
て
使
用
し
た
後
、
新

た
に
ク
ロ
マ
ツ
を
植
栽
す
る
際
に
は
、

現
在
の
景
観
を
早
く
復
元
す
る
た
め
、

よ
り
良
い
表
土
の
選
定
や
土
壌
改
良
に

配
慮
さ
れ
た
い
旨
の
要
望
が
述
べ
ら
れ

た
。

⑧
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の

場
に
つ
い
て

　

工
事
中
及
び
運
転
開
始
後
の
交
通
量

が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
工
事
関
係

車
両
台
数
の
平
準
化
、
海
上
輸
送
等
に

よ
り
、
影
響
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
、
資
材
等
の
搬
出
入
に
使
用

す
る
県
道
四
十
三
号
の
狭
隘
な
箇
所
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
地
区
説
明
会

で
市
民
か
ら
拡
幅
の
要
望
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
機
会
が
あ
れ
ば
県
へ
伝
え
た
い

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

⑨
廃
棄
物
等
に
つ
い
て

　

工
事
中
及
び
運
転
開
始
後
の
産
業
廃

棄
物
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

工
事
に
よ
り
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
を

基
礎
工
事
資
材
に
利
用
す
る
等
、
可
能

な
限
り
有
効
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
環

境
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

⑩
そ
の
他

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た

意
見
・
要
望
の
概
要
の
う
ち
、
そ
の
他

の
項
目
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

ア　

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
内
容
に

つ
い
て
、
本
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意

見
・
要
望
等
が
、
必
要
に
応
じ
て
評
価

書
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

イ　

専
門
家
か
ら
意
見
を
聴
い
た
場
合

に
は
、
そ
の
専
門
家
の
氏
名
等
を
公
表

で
き
る
よ
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ウ　

九
州
電
力
㈱
が
任
意
で
実
施
し
て

い
る
地
区
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
市
民
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
多
く
の

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
よ
う
に
努
め
ら

れ
た
い
。

エ　

環
境
影
響
評
価
に
当
た
っ
て
は
、

基
準
ク
リ
ア
型
で
は
な
く
、
影
響
を
よ

り
回
避
・
低
減
す
る
ベ
ス
ト
追
及
型
の

環
境
影
響
評
価
と
な
る
よ
う
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

五
月
十
三
日
開
催

　

参
考
人
と
し
て
、
鹿
児
島
県
環
境
部

管
理
型
処
分
場
建
設
推
進
セ
ン
タ
ー
の

宮
野
所
長
、
種
子
島
次
長
、
福
永
施
設

整
備
課
長
、
大
津
技
術
専
門
員
及
び
宮

原
技
術
主
査
並
び
に
同
部
廃
棄
物
・
リ

サ
イ
ク
ル
対
策
課
の
中
薗
課
長
、
藤
崎

参
事
、
寳
満
参
事
及
び
平
嶺
主
幹
に
出

席
要
請
を
し
、
鹿
児
島
県
の
組
織
の
見

直
し
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
遮

水
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

（
一
）
鹿
児
島
県
の
組
織
の
見
直
し
に

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終

処
分
場
対
策
調
査
特
別
委

員
会

委
員
長　

小
牧　

勝
一
郎　



平成21年９月１日発行薩摩川内市議会だより⑮

つ
い
て

　
ま
ず
、
参
考
人
か
ら
、
平
成
二
十
一

年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
鹿
児
島
県
の
組

織
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
新
設
さ
れ
た
管
理
型
処

分
場
建
設
推
進
セ
ン
タ
ー
の
事
務
分

担
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
と

管
理
型
処
分
場
建
設
推
進
セ
ン
タ
ー
の

関
係
、
人
事
異
動
に
伴
う
引
継
ぎ
、
引

継
ぎ
に
取
り
組
む
姿
勢
、
管
理
型
処
分

場
建
設
推
進
セ
ン
タ
ー
の
住
民
窓
口
の

体
制
、
現
地
事
務
所
の
設
置
及
び
ミ
ニ

展
示
館
の
設
置
に
つ
い
て
、
ま
た
、
関

連
し
て
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
説

明
会
の
実
施
、
住
民
の
理
解
が
進
ま
な

い
理
由
の
把
握
、
住
民
へ
の
説
明
責

任
、
地
域
振
興
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
っ
た
。

　
こ
の
中
で
、
人
事
異
動
に
伴
う
引
継

ぎ
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
、
今
後
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
引
継
ぎ

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
次
に
、
引
継

ぎ
に
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
今
ま
で
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
い

く
こ
と
、
次
に
、
ミ
ニ
展
示
館
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
県
で
は
模
型
等
を
つ
く

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
薩
摩
川
内
市
と

協
議
の
上
、
市
役
所
内
の
い
ず
れ
か
の

場
所
に
設
置
で
き
な
い
か
を
検
討
し
た

い
と
の
こ
と
、
次
に
、
一
般
市
民
を
対

象
と
し
た
説
明
会
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
関
係
自
治
会
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
旨

の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
県
は
、
地
元
四
自
治
会
の
み
を
対
象

と
し
た
説
明
だ
け
で
な
く
、
薩
摩
川
内

市
民
全
体
に
説
明
が
で
き
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

②
県
は
、
管
理
型
処
分
場
建
設
推
進
セ

ン
タ
ー
に
市
民
が
気
軽
に
出
向
け
る
よ

う
な
対
応
を
図
り
、
説
明
責
任
を
果
た

す
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

③
県
は
、
地
元
か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問

書
、
要
望
書
等
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

と
対
応
さ
れ
た
い
。

（
二
）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て　
ま
ず
、
参
考
人
か
ら
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
道
路
及
び
河
川
の
改
修
に
係

る
地
域
住
民
の
要
望
、
道
路
、
河
川
及

び
簡
易
水
道
の
改
修
の
考
え
方
と
そ
の

状
況
、
道
路
及
び
河
川
の
改
修
計
画
に

係
る
地
元
住
民
及
び
議
会
へ
の
説
明
の

実
施
の
有
無
、
本
事
業
に
係
る
県
予
算

の
説
明
の
必
要
性
、
基
本
計
画
と
基
本

設
計
を
一
括
発
注
す
る
こ
と
の
本
市
へ

の
報
告
の
有
無
、
基
本
計
画
と
基
本
設

計
の
入
札
方
法
、
各
種
団
体
か
ら
の
要

請
書
の
対
応
状
況
、
透
水
性
の
表
現
方

法
、
環
境
整
備
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

の
県
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

っ
た
。
こ
の
中
で
、
市
道
川
永
野
・
大

原
野
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

県
道
認
定
を
行
い
事
業
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
阿
茂
瀬
川

に
つ
い
て
は
、
県
と
し
て
整
備
す
る
が

準
用
河
川
の
ま
ま
で
事
業
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
旨
の
回
答

が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
市
道
、
河
川
、
簡
易
水
道
等
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
地
元
へ
十

分
な
説
明
を
行
い
、
意
見
を
汲
み
上
げ

て
か
ら
実
施
さ
れ
た
い
。

②
本
事
業
が
進
捗
し
て
い
な
い
の
は
、

県
の
説
明
不
足
が
最
大
の
原
因
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
元
及
び
本
特
別
委
員
会

に
対
し
て
も
、
事
前
に
徹
底
し
て
情
報

提
供
さ
れ
た
い
。

（
三
）
遮
水
構
造
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
参
考
人
か
ら
、
遮
水
構
造
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
底

盤
部
遮
水
工
の
材
料
及
び
膨
張
性
等
、

遮
水
構
造
を
決
め
る
時
期
及
び
予
算
、

現
場
で
の
遮
水
試
験
の
実
施
、
散
水
の

水
源
、
地
下
水
処
理
施
設
の
排
水
先
、

塩
分
処
理
の
必
要
性
、
ガ
ス
抜
き
の
考

え
方
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
地
下
水
の
有
効
利
用
も
検
討
さ
れ
た

い
。

②
遮
水
構
造
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
最

も
心
配
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

漏
水
の
有
無
を
直
接
確
認
で
き
る
よ

う
、
模
型
を
使
っ
た
説
明
を
検
討
さ
れ

た
い
。

　
五
月
二
十
六
日
開
催

（
一
）
川
内
港
の
港
湾
計
画
及
び
利
用

促
進
に
つ
い
て

①
川
内
港
の
港
湾
計
画
に
つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
本
市
が
昨
年
八
月
に
県

知
事
へ
整
備
を
要
望
し
た
施
設
の
中
に

は
、
港
湾
計
画
上
で
の
位
置
付
け
が
必

要
と
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
久
見
崎
地

区
チ
リ
メ
ン
荷
揚
場
の
新
設
、
船
間
島

地
区
の
機
船
船
曳
網
船
停
泊
場
所
の
整

備
、
漁
協
前
の
浮
桟
橋
設
置
、
川
内
～

甑
島
航
路
を
見
据
え
た
港
湾
施
設
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
県
で
は
、
港
湾
計
画

の
次
期
改
訂
に
向
け
て
平
成
二
十
年
度

の
調
査
と
し
て
、
貨
物
量
推
計
調
査
、

港
湾
静
穏
度
調
査
を
行
い
、
将
来
予
測

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
既
存
調
査
結
果
の
分
析

を
行
い
、
改
訂
内
容
や
時
期
等
を
含
め

検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
旨
の
報

交
通
体
系
整
備
対
策
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長
　
宮
里
　
兼
実
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告
・
説
明
を
受
け
た
。

②
川
内
港
の
整
備
等
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
整
備

状
況
、
平
成
十
九
年
度
及
び
平
成
二
十

年
度
の
事
業
実
績
、
平
成
二
十
一
年
度

事
業
概
要
並
び
に
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ

る
県
道
四
十
四
号
京
泊
大
小
路
線
及
び

県
道
四
十
三
号
川
内
串
木
野
線
の
平
成

二
十
一
年
度
事
業
概
要
に
つ
い
て
の
報

告
・
説
明
を
受
け
た
。

③
川
内
港
の
利
用
促
進
・
港
湾
振
興
に

つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
日
中
友
好
の
船
「
新
鑒

真
」
寄
港
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
及

び
韓
国
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
薩
摩
川

内
港
（
川
内
港
）
コ
ン
テ
ナ
取
扱
実
績

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。
ま
た
、
韓

国
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
に
つ
い
て
は
、

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
よ
り
、

韓
国
か
ら
直
接
、
薩
摩
川
内
港
（
川
内

港
）
に
入
港
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

で
、
検
疫
港
指
定
へ
向
け
課
題
と
な
っ

て
い
る
「
検
疫
対
象
船
入
港
隻
数
」
の

大
幅
増
が
見
込
ま
れ
、
指
定
に
向
け
て

大
き
く
前
進
す
る
と
と
も
に
、
上
海
、

厦
門
な
ど
か
ら
の
所
要
日
数
が
短
縮
さ

れ
る
こ
と
で
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
増

加
や
週
二
便
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

④
甑
島
航
路
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
甑
島
商
船
に
お
い
て
は

補
助
航
路
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
新
船
建
造
の
意
思
は
あ
る
が
、

市
に
よ
る
新
船
建
造
の
件
も
あ
り
、
建

造
時
期
に
つ
い
て
は
決
定
し
て
い
な
い

こ
と
、
甑
島
商
船
で
建
造
す
る
場
合
の

船
の
規
模
に
つ
い
て
は
速
力
は
二
十
七

ノ
ッ
ト
、
旅
客
数
は
百
五
十
名
か
ら
二

百
名
程
度
で
、
高
速
船
シ
ー
ホ
ー
ク
よ

り
小
型
の
船
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
、

料
金
に
つ
い
て
は
現
状
よ
り
も
高
く
な

る
と
考
え
て
お
り
、
市
の
考
え
と
相
違

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
市
と
協
議

す
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
報

告
・
説
明
を
受
け
た
。

　

甑
島
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長
か
ら
は
、
一
定
の
議
論
は
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
の
方
針
に
基
づ
き
、
高

速
船
は
川
内
甑
島
間
の
航
路
で
よ
い
旨

の
意
見
、
ま
た
、
甑
島
市
民
一
〇
〇
％

の
総
意
に
よ
る
賛
成
は
あ
り
得
な
い
こ

と
か
ら
、
甑
島
商
船
と
の
協
議
を
進

め
、
早
期
決
着
を
求
め
る
旨
の
意
見
が

出
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
六
月
一
日
か

ら
、
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
の
燃
料

油
価
格
変
動
調
整
金
を
廃
止
す
る
こ
と

の
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

（
二
）
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
に
つ

い
て

　

当
局
か
ら
、
本
年
二
月
十
九
日
に
開

催
さ
れ
た
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建

設
促
進
鹿
児
島
県
大
会
に
お
い
て
、
国

土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長
か
ら
、

（
仮
称
）
川
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・

（
仮
称
）
高
江
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間

の
う
ち
川
内
川
を
挟
ん
だ
区
間
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
供
用
開
始
を

目
指
す
と
の
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
、
次

に
、
阿
久
根
・
川
内
間
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｉ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ

ン
ト
）
手
法
に
よ
る
道
路
計
画
で
あ

り
、
今
後
、
最
終
手
続
に
入
る
旨
の
報

告
・
説
明
を
受
け
た
。

（
三
）
甑
島
縦
貫
道
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
県
に
よ
り
進
め
ら
れ
て

い
る
甑
島
縦
貫
道
は
、
一
般
県
道
桑
之

浦
里
港
線
、
一
般
県
道
鹿
島
上
甑
線
及

び
一
般
県
道
手
打
藺
牟
田
港
線
の
全
長

約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
一
般
県
道
手
打
藺
牟
田
港
線
に

つ
い
て
は
、
手
打
工
区
（
手
打
～
青

瀬
）
の
青
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
本
年
八
月
頃

貫
通
予
定
で
あ
る
こ
と
、
藺
牟
田
瀬
戸

架
橋
（
一
般
県
道
鹿
島
上
甑
線
）
に
つ

い
て
は
、
鹿
島
側
の
一
号
ト
ン
ネ
ル
が

平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
に
貫
通
す
る

こ
と
、
ま
た
、
上
甑
側
の
三
号
ト
ン
ネ

ル
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
発
注
準

備
に
取
り
掛
か
る
旨
の
報
告
・
説
明
を

受
け
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
甑

島
縦
貫
道
を
整
備
す
る
際
の
資
機
材
運

搬
に
つ
い
て
は
、
川
内
港
の
活
用
が
で

き
る
よ
う
、
県
へ
要
望
さ
れ
た
い
旨
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

一　

調
査
事
項　

観
光
振
興
に
つ
い
て

二　

調
査
先　

本
市
甑
島
地
域

三　

調
査
日　

五
月
二
十
日
・
二
十
一

　

日
（
二
日
間
）

四　

出
席
委
員　

古
里
委
員
長
、
森
永

　

副
委
員
長
、
杉
薗
委
員
、
高
橋
委
員
、

　

東
委
員
、
小
田
原
委
員

五　

調
査
の
目
的　

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線

開
通
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
整

備
、
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
の
整
備
、
航
路

問
題
等
、
甑
島
地
域
を
取
り
巻
く
諸
問

題
を
視
野
に
入
れ
、
甑
島
全
域
の
今
後

の
在
り
方
を
探
る
こ
と
。

六　

調
査
概
要

韓国定期コンテナ船

行
政
視
察
報
告

■ 

企
画
経
済
委
員
会
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（
一
）
五
月
二
十
日
　

　
里
沖
の
珊
瑚
の
自
生
地
の
水
中
探
訪
、

武
家
屋
敷
跡
、
長
目
の
浜
、
な
ま
こ
池
、

須
口
池
、
貝
池
、
あ
び
き
（
副
振
動
）

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
小
島
漁
港
の
被

災
状
況
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
自
生
地
で
の
山

焼
き
の
現
場
、
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
建
設

予
定
地
、
ウ
ミ
ネ
コ
繁
殖
地
、
海
底
光

ケ
ー
ブ
ル
陸
揚
地
点
、
ウ
ミ
ネ
コ
の
餌

付
け
体
験
、
鹿
島
断
崖
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

岩
、
下
甑
海
岸
線
、
孤
島
の
野
犬
の
像
、

弓
折
牧
場
、
釣
掛
埼
灯
台
、
お
ふ
く
ろ

さ
ん
歌
碑
。

（
二
）
五
月
二
十
一
日
　

　
こ
し
き
海
洋
深
層
水
工
場
・
瀬
尾
観

音
三
滝
、
し
ん
き
ろ
う
の
丘
・
松
島
展

望
所
、
内
川
内
集
落
、
航
空
自
衛
隊
下

甑
島
分
屯
基
地
に
お
け
る
新
型
レ
ー
ダ

ー
サ
イ
ト

七
　
所
感

　
二
〇
一
一
年
、
九
州
新
幹
線
全
線
開

通
、
そ
し
て
、
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
開
通
、

甑
縦
貫
道
路
の
全
線
改
良
を
見
据
え
、

宝
の
島
甑
島
が
今
以
上
に
光
り
輝
く
よ

う
に
、
航
路
問
題
、
高
速
船
の
新
船
問

題
、
船
の
便
数
、
道
路
問
題
、
宿
泊
・

料
理
等
に
つ
い
て
、
今
後
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
　
調
査
事
項
　
都
市
計
画
事
業
に
関

　
す
る
状
況
に
つ
い
て
（
ま
ち
づ
く
り

　
へ
の
取
組
に
つ
い
て
）

二
　
調
査
先
　
北
海
道
小
樽
市
、
千
歳

　
市
、
室
蘭
市

三
　
調
査
年
月
日
　
平
成
二
十
一
年

　
五
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

　（
三
日
間
）

四
　
出
席
委
員
　
石
野
田
委
員
長
、
谷

　
津
副
委
員
長
、
上
野
委
員
、
池
脇
委

　
員
、
宮
里
委
員
、
宮
脇
委
員
、
山
之

　
内
委
員
、
持
原
委
員

五
　
調
査
の
目
的
　

　
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
、
移
住
促

進
事
業
な
ど
の
取
組
と
、
そ
の
成
果
に

つ
い
て
学
び
、
薩
摩
川
内
市
へ
の
応
用
、

展
開
を
検
討
す
る
も
の
。

六
　
調
査
概
要

（
一
）
五
月
十
九
日
　
小
樽
市

　
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
、
小
樽
市

移
住
促
進
事
業

（
二
）
五
月
二
十
日
　
千
歳
市

　「
千
歳
市
ジ
ュ
ニ
ア
景
観
士
『
子
ど
も

ま
ち
な
み
探
検
隊
』」
制
度

（
三
）
五
月
二
十
一
日
　
室
蘭
市

　
祝
津
地
区
の
温
泉
開
発

七
　
所
感

　
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
文
化
を
重
ん
じ

な
が
ら
、
過
去
と
の
調
和
を
保
ち
、
そ

し
て
現
在
の
課
題
に
対
す
る
今
後
の
市

政
の
在
り
方
を
、
ど
の
自
治
体
も
真
剣

に
考
え
、
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
の

自
治
体
は
、
更
な
る
価
値
観
の
多
様
化

が
進
む
ゆ
え
に
、
現
実
を
よ
り
詳
細
に

見
極
め
る
必
要
が
出
て
き
た
と
感
じ
る

も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
年
間
一
千

万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
今
回

の
視
察
自
治
体
は
、
積
極
的
な
市
場
調

査
を
行
い
、
正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
戦
略
の
下
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
政
策

を
展
開
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
「
今
や
る

べ
き
こ
と
を
集
中
し
て
実
施
す
る
」
と

い
う
強
い
意
思
と
責
任
感
が
感
じ
ら
れ

た
。
同
時
に
、
非
常
に
緻
密
な
作
戦
を

持
っ
て
遂
行
し
て
い
る
そ
の
姿
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
率
的
な
推
進
を
意
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
も
の

で
あ
る
。

　
本
市
へ
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
目

的
を
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
お
け
る
施

策
、
政
策
の
立
案
と
取
組
方
法
に
置
き
、

そ
れ
に
つ
い
て
今
回
得
ら
れ
た
情
報
は
、

実
に
参
考
に
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
る
。

今
後
、
具
体
的
な
応
用
・
展
開
の
方
法

に
つ
い
て
、
あ
る
べ
き
姿
を
見
極
め
、

提
言
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

■ 

建
設
水
道
委
員
会

甑島地域行政視察

小樽市行政視察
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◎平成２１年第２回臨時会議決結果

◎平成２１年第３回定例会議決結果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

薩摩川内市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について

原案可決
（賛成多数）

議案第　７１号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７８号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８８号

平成２１年度薩摩川内市自動車運送事業会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　９２号

薩摩川内市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案可決
（賛成多数）

議案第　７３号

汚泥再生処理センター施設整備運営事業に係る建設工事請負契
約の締結について

原案可決
（全会一致）

議案第　７４号

薩摩川内市へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決
（全会一致）

議案第　７５号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７８号

平成２１年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第　８５号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８８号

平成２１年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第　９１号

薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
（全会一致）

議案第　７６号

薩摩川内市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
（全会一致）

議案第　７７号

本会議審議（委員会への付託省略分）

企画経済委員会への付託分

市民福祉委員会への付託分

建設水道委員会への付託分

議決結果下欄の（ ）について
全会一致…出席議員全員が賛成
賛成多数…出席議員のうち賛成者が多数
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総務文教委員会への付託分

本会議審議（委員会への付託省略分）

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７８号

平成２１年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７９号

平成２１年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８０号

平成２１年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８１号

平成２１年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第　８２号

平成２１年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第　８３号

平成２１年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第　８４号

１８災第１７１９号久住・長野線橋梁災害復旧工事（５工区）
請負契約の変更について

原案可決
（全会一致）

議案第　８７号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８８号

平成２１年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８９号

平成２１年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第　９０号

薩摩川内市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
（全会一致）

議案第　７２号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７８号

永利小学校屋内運動場新増改築（建築本体）工事請負契約の締
結について

原案可決
（全会一致）

議案第　８６号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８８号

人権擁護委員候補者の推薦について（植村ふよ氏） 同　　意
（全会一致）

議案第　９３号

人権擁護委員候補者の推薦について（内田千江氏） 同　　意
（全会一致）

議案第　９４号

人権擁護委員候補者の推薦について（梶原尚美氏） 同　　意
（全会一致）

議案第　９５号

人権擁護委員候補者の推薦について（平　敏孝氏） 同　　意
（全会一致）

議案第　９６号
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意　見　書
次の意見書を可決し、国会及び関係行政庁に提出しました。

件 　 　 　 　 　 　 名 提 　 　 　 出 　 　 　 先

教育予算の拡充を求める意見書 総務大臣，財務大臣，文部科学大臣 

お知らせ

議会の動き
２１日　議会運営委員会
　１日　本会議
１０日　本会議（一般質問）
１１日　本会議（一般質問）
１４日　本会議（一般質問）

１６日　各常任委員会
１７日　各常任委員会
２９日　本会議

８月
９月

※　日程は変更になる場合があります。間近になりましたら，議会事務局にお問い合
　わせください。（ホームページでもお知らせいたします。）

　本会議は、原則、どなたでも傍聴することができます。
　市役所４階に傍聴席の入口がありますので、傍聴席入口においてある申込書に住所・氏名等を記入
し、受付箱に入れて傍聴してください。（傍聴席数は５０席です。）
庁舎２階ロビーや４８地区コミュニティセンター等、一部の市の施設でも本会議の映像配信をしてい
ます。また、インターネットでも配信しています。
　また、各委員会は、委員長の許可を得て、傍聴することができます。なお、委員会の傍聴席の上限
数は次のとおりです。　第１委員会室　12人　第２委員会室　16人　第３委員会室　30人
　傍聴希望の方は、議会事務局までお越しください。
※委員会の傍聴を希望される方は、委員会の開会時間の３０分前までに、議会事務局で受付をしてく
　ださい。（委員会の開会時間３０分前の時点で、傍聴希望者が定員数を超えている場合については、
　抽選により傍聴者を決定することもあります。）

陳 情 の 処 理 状 況
陳情番号 件              名 結  果

陳情第　７号 常設型市民投票条例の追加を求める陳情　　　　　（川内つゆくさ会） 不 採 択

陳情第６０号 川内原発３号機増設に関する陳情　　　　　　　　　   （遠嶋春日児） 取 下 げ
承 　 認

陳情第６１号 川内原発３号機増設に関する陳情書（原発の危険に反対する川内の会） 取 下 げ
承 　 認

陳情第７５号 川内原発３号機増設に関する陳情書
（全日本年金者組合さつま・川内支部） 不 採 択

請願第７９号 教育予算の拡充を求める意見書の採択要請についての請願書
（鹿児島県教職員組合薩摩川内地域協議会） 採　　択

（　）は陳情者　

次の決議がなされました。
決 　 　 　 議

件              名 
振り込め詐欺撲滅に関する決議


